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５月２３日 （木） 「おくれてきた客 」  
 主人公のコジマくんは、美術館の警備員をしています。ある展覧会の公開最終日、入場時刻を過ぎた時間に来た母娘に、なんとか入場させてくれな
いかと頼まれました。「きまりとは、他の人の権利を守る大切な約束事」という言葉を聞いて、母娘のお願いに悩むコジマくんはどうしたらよいかを
話合いました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 

〇私は、この授業で決まりを守ることの大切さ

や、決まりの必要性を学びました。私の意見と

しては、「いかなる理由があろうとも誰であろ

うとも通さない」でした。通す派の意見も分か

らなくないですが、通してしまったせいで、た

くさんの人に迷惑がかかってしまうかもしれな

いので、私は通しません。 

〇今回の授業では、いろいろな意見があり、すご

く迷いました。ルールを守ることは大切です

が、「こんな事情をもった人は、僕は放ってお

けない。」と思い、僕は「入れる」という意見

にしました。道徳の授業を受けていると、いつ

もモヤモヤが残ります。僕はそのモヤモヤを、

これからの授業で少しでも減らせたらなあと思

います。次の授業が楽しみです。 

〇カップルは遅れてきたので断ったけれど、おば

あちゃんの事情を聞いたら美術館に入れたくな

りました。でも、美術館の決まりを破ると、お

ばあちゃんも罪悪感で楽しめないし、美術館の

信用がなくなったり、警備員がやめさせられた

り、たくさんの人に迷惑がかかるので、やっぱ

り入れない方がいいと思いました。決まりや他

の人の権利を守る大切な約束事だということが

よくわかりました。私もルールはきちんと守り

たいと思いました。 

〇この学習で、ルールを破ったら、他の人に迷惑

をかけるのがすごくわかりました。もしかした

ら、自分のせいで他の人が職を失うかもしれな

いからです。なのでルールや約束したことは、

きちんとこれからも守っていこうと思います。 

〇この話を読んで、決まりは他人の権利を守る大

切なものだと知りました。最初は入れてあげた

いなと思っていたけど、その事を知って仕方な

いかなと思いました。本当は入れてあげたいけ

ど、やったらだめな事だと思いました。入れて

あげないと後悔してしまう気持ちもあります

が、入れない派です。 

2 年生 

〇私は、おばあさんは深い理由があったので、何か

できたらと思いましたが、決まりは、自分や他の

人を守る大切な権利なので入れません。でも、も

しこんなことが起きたらとても悩んで決めきれ

ないと思います。 

〇コジマくんは、おばあさんの話をきいて入れて

あげたいと思っていたけど、美術館側にも迷惑

をかけてしまうから入れない方がいいと思いま

した。私が警備員だったら、おばあさんたちは入

れないです。入れたらカップルがかわいそうだ

からです。決まりを守ることでより信用される

と思います。 

〇最初は、僕もどっちにするか悩んでいたけど、数

人のためにしてあげたことが、何十人何百人に

迷惑をかけてしまう可能性があることが分かっ

たので、ルールはしっかりと守らないといけな

いということが分かりました。これからそうい

う場面に出くわすかもしれんけど、そのときは

ルールをしっかり守ろうと思います。 

〇僕も正直入れてあげたかったですが、やはり決

まりでありクビや給料が下がったりする可能性

があるのは自分の生活や人生に影響があるの

で、とても難しかったです。自分の生活を犠牲に

してまですることではないと思います。 

〇入れてあげた方がやっぱりいいと思いました。

他の人の迷惑になるかもしれないけど、入れて

感謝されるとみんなもうれしいし、入れてもら

った客側もうれしいと思うので入れたいです。

職を失っても、ルールより人の気持ちとかが大

事だと思うので入れてあげたいです。 

〇おばあちゃんが入院していても、夫の思い出と

してもルールはルールなので守らなければなら

ないと思います。以前電気屋に行ったときに閉

店間近で行ったことがありますが、店員の気持

ちになるととても迷惑だったと思い返すことが

できました。「決まりはやぶるもの」とかよく聞

きますが、とても大切なものだと改めて知るこ

とができました。 

きりとり 

この通信をご覧になっての感想などをお書き下さい。返信欄は切り取ってお子様を通じて担任まで提出して下さい。ご協力よろしくお願いいたします。 
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3 年生 

〇この題はとても悩まされる題でした。だけど、

自分がこじまくんだったら、入れさせないと思

います。ルールはルールだし、おばあちゃんを

入れてしまうと大迷惑がかかる可能性も大きい

からです。断るときは、断り方を少し変えてお

客さんの気持ちを考えるともっと良いなと思い

ました。このようなことがいつ起こるかわから

ないのでいつでも対応できるようにしておきた

いです。 

〇私は、何があっても入れないと思います。なぜ

なら自分の仕事もなくなるかもしれないし、そ

の美術館やこじまくんの信頼性も薄れるし、悪

いことをしてまでそのおばあちゃんを助けても

別にあんまりいいとは思えないし、カップルは

追いかえしたのに、自分の中ではありえないと

思ったから私はきまりを守りたいので入れませ

ん。 

〇私は最初、客を入れる側の意見だったけど「き

まりとは他の人の権利を守る大切な約束事」と

いう言葉には納得して、ちょっと迷っていた。

でも、友達の決まりがすべてではないという意

見にも納得したので、入れることにした。これ

から迷うことがあったときは、決まりが何のた

めにあるか、自分の選択によってどんなことが

起こるか考えて行動したい。 

〇自分はこうしたいけど、自分の意見だけで行動

すると他人に迷惑をかけるかもしれないという

ことが分かった。自分の気持ちも大切だけど、

その行動をすることで、その後どうなってしま

うかをよく考えたいなと思った。 

〇今回の話はとても難しいと思いました。おばあ

ちゃんを入れてしまったら美術館や社会に迷惑

をかけてしまうし、かといって入れないとおば

あちゃんの人生最後かもしれない願いが叶わな

いことになってしまうので悩みました。でも僕

は自分の気持ちや都合だけで大事な決まりを破

ってしまうのはいけないなと思いました。 

令和６年  

７月１８日（木） 


